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合 併 号

クラブテーマ：会員の、会員の為の、会員による楽しいクラブ作り

ＲＩ会長：マーク・ダニエル・マローニー

2019-20年度ＲＩ会長テーマ

Rotary connects the world



＞＞＞　四つのテスト　＜＜＜～言行はｋこれに照らしてから～

３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

：富田 真理子

：新垣会長

：平仲 絢子

：我らが生業・四つのテスト

：池田 彩織

：仲吉 サダ子

：新垣会長

：新垣幹事

：東江 繁子

：伊禮 文雄

：伊禮 文雄

：新垣会長

☆ゲスト

・遠藤町子様（遠藤茂敏様令夫人）

★ビジター

・新本博司様（地区ガバナー/那覇）

・平良修一様（地区副幹事/那覇）

・宮城富夫様（分区ガバナー補佐/宜野湾）

・國吉 一人様（分区幹事/宜野湾）

・町田浩美様（分区幹事/名護）

・遠藤茂敏様（台北城東ＲＣ

■会長挨拶
■新垣会長

皆様こんにちは。今日は待ちに待った新本ガバナーの公
式訪問です。私が新本ガバナーと初めてお会いしたのは
今から7年前で、当時ガバナーは分区ガバナー補佐を務
めていらっしゃいました。当時のクラブ会長は新垣宮司
で、私は幹事を務めておりまして、当クラブは地区大会
のホストクラブでしたので、様々な会合で新本ガバナー
とお会いする機会があり、いつも優しくお声をかけて下
さいました。また、宮城ガバナー補佐は当時地区大会実
行委員長を務めており、地区大会関係の会合に同行する
機会が多かったのですが、その度に他クラブや地区役員
の皆様から多くのご指摘を受け会議は大炎上の中で落ち
込む私にとって新本ガバナーのお心配りはとても励みに
なりました。言いたい事や言えない事は山ほどあります
が(笑)このような貴重で少しほろ苦い経験を経て7年後の
今、新本ガバナー年度でのクラブ会長としてここに立た
せて頂いているのは必然的では？っと感じております。
本日は新本ガバナーの卓話があります。貴重なお話を頂
き、今後のクラブ運営に役に立てて行きたいと思いま
す。それではよろしくお願いいたします。

■新本ガバナーお久し振りです。お会いできて
嬉しいです。宜野湾ＲＣの皆様、今後共よろし
くお願いします。
　　　　　　　（遠藤茂敏/台北城東ＲＣ）

快気祝い！遠藤町子さまの笑顔（smile）に会
えて嬉しいです。（天願 勇）

■新本ガバナーのお話から「他人の事を守る事
が自分の事を守る」というお言葉に考えさせら
れる自分がありました。ありがとうございまし
た。（阿嘉 よね子）

■新本ガバナー様始め役員の皆様本日はクラブ
訪問頂きまして心から歓迎申し上げます。今後
共ご指導ご鞭撻のほどお願い致します。
　　　　　　　　　　　　（仲吉 サダ子）

新本博司地区ガバナー及び分区幹事、副幹事の
御一行様を歓迎して！（比嘉 盛吉）
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＊＊＊　第２４８３回　（２０１９年１２月１８日）　例会報告　＊＊＊

会 長 挨 拶

ｴｺ思想推進宣言

司 会

ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ

１月【職業奉仕月間】

 　 １．真実かどうか
 　 ２．みんなに公平か　　　

■例会プログラム

開 会 点 鐘

斉 唱

■ニコニコの趣旨

ゲストビジター紹介

例会NO.

■新本地区ガバナー本日は大変貴重な卓話あり
がとうございました。
　　　　　（茂宮 隆次、アラルコン朝子）

■ゲスト・ビジター紹介　平仲絢子会員

出 席 報 告

閉 会 点 鐘

ﾆｺﾆｺＢＯＸ

委 員 会 報 告

幹 事 報 告
新本ガバナー、地区役員の皆様、遠藤茂敏様、
町子様、本日はありがとうございました！（新
垣 真由美）

今日はガバナー公式訪問ありがとうございまし
た。（町田浩美/沖縄分区幹事）

第2483回

累 計

出席報告

¥35,673



■新垣幹事 <本日＞
◆第２４８５回１月８日（水）

新年ユンタク会

◆第２４８６回１月１５日（水）理事会

卓話：宮城邦治氏（沖縄国際大学名誉教授）

演題：おもしろい闘牛（予定）

◆第２４８７回１月２２日（水）

会員卓話：比嘉直子会員

【幹事報告】 演題：今年度を占う

◆１月２９日（水）　特別休会

（定款第７条第１節ｄ項適用）

②カラカラ会のご案内 ◆第２４８８回２月５日（水）理事会

日時：12月26日（木）PM7：00～ ユンタク会

場所：あしびJIMA ◆２月１２日（水）　振替休会

会費：3,000（酒派）2,000（ｿﾌﾄﾄﾞﾘﾝｸ派） 2/13開催地区大会と振替

【回　覧】 ◆第２４８９回２月１９日（水）

①台風15号災害支援金一覧表 地区大会報告

②ロータリー財団への寄付実績一覧表 ◆第２４９０回２月２６日（水）

③バギオ基金事業報告書 卓話：安里政晃氏（地区ロータリー財団委員）

④ハイライトよねやま237号 演題：ロータリー財団について（予定）

⑤砂川夏海さん青少年交換学生報告（11月分） ■他クラブ・地区からのお知らせ
●例会変更のお知らせ

・那覇東ロータリクラブ

日時：1月9日（木）点鐘18：30

場所：ホテルロイヤルオリオン「旭の間」

ビジター費：5,000円

※夜間例会（新年会）に変更

・石垣ロータリクラブ

日時：1月15日（木）19：00～の予定

場所：アートホテル石垣島

ビジター費：4,000円

※「新年会」夜間例会に変更

●例会休会のお知らせ

・浦添ロータリクラブ

日にち：1月31日（金）特別休会

　　　（定款第７条第１節ｄ項）

【メークアップのお知らせ】

12/9（月）那覇南ＲＣ例会へ出席

・新垣真由美会長

12/13（金）浦添ＲＣ例会へ出席

・大城英明会員

①嶋村文男氏が2022-23地区ガバナー
（ガバナーノミニーデジグネート）に決定

⑥宜野湾市社会福祉協議会より「芸能公演」
への広告掲載のお礼

明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願いいたします

⑦他クラブ年末年始例会休会及び変更のお知
らせ（石垣、コザ、那覇東、浦添、那覇）

大城ロータリー情報研修委員長

1/26（日）RLIパートⅡ沖縄講習会が「てぃ
るる」にて開催されます。12/1のパートⅠに
は当クラブから6名受講されました。大変勉強
になると思いますので、多くの会員の方が受
講されます様ご案内致します。

■例会予定

■委員会報告

■幹事報告



アーサー・Ｆ・シェルドン
「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」
「ビジネスはすべて社会に尽くす手段でなければならない」

一期一会の心で奉仕の実践を

私たちは、先輩や友人、知人に紹介され、勧誘の言葉に刺激を受け、加入の決意をしロータリークラブの会員
になったと思います。
ロータリークラブが何をする団体かを知らずに入った人も、社会に貢献する団体と認識し、選ばれたことに誇
りをもって入会した人も動機は様々ですが「一期一会」の関係をもったことは事実で「一つ一つの機会を大切
にする」縁で結ばれたと言うことでしょう。
価値観を分かち合える人を見つける為に創設されたロータリークラブが、長い年月の経った今日も変わらず輝
きを増しています。それは誠実さ、多様性、寛容、友情、平和を信じ、そして人生の最大の目的は人類のため
に奉仕する事と信じている人々と行動を共にするからだと思います。
親睦のために集まる会合は日常どこにもあります。ロータリーは型式や堅苦しさには囚われず、社会的な地位
や身分とは無関係に、どの国の人とも対等な立場で会合を開いているので、お互いの友情が育まれるのです。
この友情が続けば国家や宗教などの境界が消えることをロータリーが実証したのです。
ロータリーのロゴである歯車が停まることなく、地域や時を越えて、世界平和に向けて回り続けるにはどうす
ればいいのでしょうか？
地域単位で構成されるクラブにとってロータリーの掲げる相互理解と国際親善の推進、即ち「奉仕の精神」を
復興することこそ活性化に不可欠です。

不易流行で明るい平和な未来を

ロータリーは世界の恒久的平和を推進することを強く求めて活動しています。ロータリーの理念をしっかり踏
まえた上で、時代の流れとともに私たちの背景が大きく変化している状況に対応し入会してよかったと思える
クラブになることが大事だと考えます。
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし奉仕の理念を推奨し、これを育むことにあると謳い、ロータリ
アン一人一人が個人として事業及び社会生活において日々奉仕の理念を実践することことにあります。
まさに今こそ原点に戻り、各クラブに於いて地域や社会のニーズを掘り起こし、2019-20年度の計画を実践
することです。即ち、実践なき奉仕は無きに等しいのです。
日本のロータリーが誕生して2020年に100周年を迎えます。これは先輩ロータリアンがロータリーに魅力を
感じ、次世代につないできた結果です。
これからも未来を築いていくには、ロータリアン、ロータリークラブ、地区、ＲＩが、私たちを取り巻く地域
社会、国際社会、経済環境の変化、また人々の価値観の変化と向き合う必要があります。
様々な技術、情報があまりに速く駆け巡る中、迅速な対応は容易ではありません。
私たちがロータリークラブに入会し、その組織基盤をベースにして活動するのは、自分たちの心の中に存在す
る、社会を少しでも良くしていきたい、人の役に立ちたいという気持ちを実践する時により効果的に、より多
くの成果を求め、自分たちの職業を生かした奉仕をしたいと考えるからです。よって奉仕活動の実践内容を、
今の地域社会のニーズの変化に適応したものに変えていく必要があります。
本年度改めてロータリーの活動の価値を一人一人見い出し、自ら実践するロータリアンとして昨日と違う自分
を見つけ、継続して実行する人になる年にしましょう。
ロータリアン一人一人が誰からも尊敬と信頼される社会人として存在することが会員増強に繋がり、牽いては
ロータリーの存続を保証することになります。

新本博司ガバナー 卓話の様子

奉仕の実践/平和で明るい未来

　職業宣言　１１．例会に出席して多くの人と職業上の理解を深めることも職業奉仕だ。

ガバナー公式訪問　卓話


